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 決算特別委員会会議録 

 

開会時間 午前１０時５９分 

閉会時間 午後 ２時３１分 
 

日時      平成３０年１０月１８日（木） 

場所 委員会室棟大会議室 

 

委員出席者   委 員 長  渡辺 英機 

        副委員長  佐藤 茂樹 

 委  員 浅川 力三  石井 脩德  大柴 邦彦   

永井  学  渡辺 淳也  乙黒 泰樹  早川  浩 

水岸 富美男  清水 喜美男 古屋 雅夫  小越 智子 

委員欠席者 白壁 賢一  塩澤  浩 

 

説明のため出席した者 

県土整備部長 垣下 禎裕  県土整備部理事 水上 文明 

県土整備部次長 小澤 浩  県土整備部技監 丹澤 彦一 

県土整備部技監 望月 一良  総括技術審査監 佐藤 昭夫 

県土整備総務課長 成島 春仁  景観づくり推進室長 清水 宏 

建設業対策室長 渡邊 健二  用地課長 大野 健 

技術管理課長 小林 伸二  道路整備課長 清水 敬一郎 

高速道路推進課長 飯野 照久  道路管理課長 小島 一男 

治水課長 武藤 敏正  砂防課長 越智 英人  都市計画課長 樋口 有恒 

下水道室長 薬袋 光宏  建築住宅課長 渡井 攻 

住宅対策室長 久保寺 淳  営繕課長 小田切 浩 

 

労働委員会事務局長 前嶋 健佐  労働委員会事務局次長 鈴木 昌樹 

 

防災局長 若林 一紀  防災局次長 神宮司 易 

防災局次長（防災危機管理課長事務取扱）小澤 祐樹  消防保安課長 西川 秀之 

 

森林環境部長 井出 仁  林務長 島田 欣也 

森林環境部次長 山本 盛次  森林環境部次長 山岸 正宜 

森林環境部技監 金子 景一 

森林環境総務課長 保坂 陽一  大気水質保全課長 渡辺 延春 

環境整備課長 本田 晴彦  みどり自然課長 村山 力 

森林整備課長 増田 義昭  林業振興課長 山田 秋津 

県有林課長 鷹野 裕司   治山林道課長 中込 巌 

 

総合政策部長 平賀 太裕  総合政策部理事 上野 直樹   

総合政策部理事 藤森 克也  総合政策部次長 末木 憲生 

総合政策部次長（秘書課長事務取扱） 小林 厚 

政策企画課長 上野 良人  オリンピック・パラリンピック推進室長 古屋 友広   

リニア環境未来都市推進室長 石寺 淳一  広聴広報課長 大久保 雅直   
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地域創生・人口対策課長 津田 裕美 

 

県民生活部長 立川 弘行 

県民生活部次長 三井 薫  県民生活部次長 長田 公   

県民生活・男女参画課長 小田切 春美 

北富士演習場対策課長 斉藤 直紀  統計調査課長 若尾 誠   

消費生活安全課長 砂田 英司  生涯学習文化課長 井上 泰子 

世界遺産富士山課長 入倉 博文  私学・科学振興課長 藤原 鉄也 

 

出納局次長（会計課長事務取扱）平塚 幸美 

 

 

議題   認第１号  平成２９年度山梨県一般会計及び各特別会計歳入歳出決算認定の件 

     認第２号  平成２９年度山梨県公営企業会計決算認定の件 

      

審査の概要    午前１１時０１分から午前１１時３８分まで県土整備部・労働委員会事務局関

係、午後１時０１分から午後１時４０分まで防災局・森林環境部関係、午後１時

５５分から午後２時３１分まで総合政策部・県民生活部関係の部局審査を行った。 

 

 

質 疑 県土整備部・労働委員会事務局関係 

 

（ＪＲ東海の分担金について） 

小越委員  まず、決算説明資料、県土の３ページ。確認なんですけれども、雑入の東海旅

客鉄道株式会社負担分、これは耐荷補強工事の橋のＪＲ東海側の負担金というこ

とでよろしいんですよね。それで、９億１,８００万円全額を使ったのか、不用

額や繰越があるのか。県のこの事業の負担はどこで幾らになるんでしょうか。  

 

小島道路管理課長 県土３ページの東海旅客鉄道株式会社負担分９億１ ,８９８万９,０００円で

ございますが、これは今、委員が言われましたように、ＪＲ東海の残土を運搬す

るに当たっての耐荷補強工事に伴うＪＲから負担していただいた金額でござい

ます。 

  それから、これにつきましては、県とＪＲで負担割合を決めました。山梨県が

１１％、ＪＲが８９％。それから、９億１,８００万円については、全て執行し

ております。  

 

小越委員  ９億１,８００万円全額執行したというんですけど、先ほどの県が１１％負担

というのは、このどこに幾らで出てくるのか。この９億はＪＲ東海側の負担だと

思うので、１１％分はどこに入って、幾らなんでしょうか。  

 

小島道路管理課長 県の負担金につきましては、道路修繕費といたしまして、県土の６ページの

上段から数えて５行目の南アルプス公園線１５億６ ,７０４万７ ,０００円でご

ざいます。この中に含まれております。  

 

小越委員  それの中の、１５億円のうち幾らなんですか。  

 

小島道路管理課長 大変申しわけございません。確認をしますので、しばらくお待ちいただけま

すか。 
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（リニア中央新幹線建設工事発生土処分受託事業費について）  

小越委員  それから、県土５ページのリニア中央新幹線建設工事発生土処分受託事業費４

億７,０００万円なんですけど、これは事業を発注し歳出したお金だと思うんで

すけど、ＪＲ東海側から受託した金額は幾らで、それはどこに入っているのか御

説明ください。  

 

清水道路整備課長 これは委員おっしゃるとおりで、リニアのトンネルからの残土を県道の早川

芦安連絡道路に有効利用しようということで、ＪＲ東海のほうから全て受託して

いるものでございまして、ここに４億７ ,６００万ほどが載っておりますが、こ

れが平成２９年度に発注した金額でございます。予算としては１４億８,０００

万円ほどありまして、残りの金額が県土の１７ページ、「翌年度繰越の状況は、

次のとおりです」の上から３段目ぐらいのところ、リニア中央新幹線の発生土の

受託事業費として１１億円ほどが繰越ということになってございます。  

  予算としては１４億８,０００万円ほどありまして、今の４億７ ,６００万円ほ

ど執行しましたので、繰越が１０億１,０００万円ほどあるというような状況で

ございます。  

 

（建設業指導監督費について） 

小越委員  県土の５ページの建設業指導監督費のうち、やまなし建設産業活性化支援対策

費なんですけど、平成２８年度に比べて約半分ぐらいになっているんですが、何

か事業を変えたのでしょうか。  

  その下に、建設業を担う人材の確保・育成ということで１９９万円計上されて

いるんですけど、９５８万円から１９９万円を引くと、残りはどんなものが。こ

っちのほうが数字が大きいんですけど、どんなことだったんでしょうか。  

 

渡邊建設業対策室長 やまなし建設産業活性化支援対策費につきましては、昨年度と事業を変え

ているわけではありません。事業の内容といたしましては、未来を支える建設業

就業促進事業と建設業経営多角化補助金、建設業若年技能者人材育成促進事業費

補助金等であります。 

  主要成果説明書の１９９万２,０００円につきましては、未来を支える建設業

就業促進事業費で１４７万７,０００円、若年技能者人材育成事業で５１万５,０

００円を執行しております。 

 

小越委員  昨年と同じことをやっているという話ですけど、昨年の決算でいくと、もうち

ょっと数字が大きかった気がしたんですけど。１ ,８００万円ぐらい昨年はあっ

て、この建設業を担う人材というのが、主要成果説明書の１２１ページにたしか

あるんですけど、去年と同じことをしているって言うけど、平成２８年度が９７

６万円で、昨年度は１９９万円って、だいぶ減っているんですが、何かやめたこ

とがあるのか、回数を減らしたとか、何かあるんですか。わからなかったら後で

いいです。主要成果説明書を見ると、昨年の半分になっているので、ちょっと、

何か変わったのかなと思ったんですけど。  

 

渡邊建設業対策室長 すみません、後ほど調べて説明させていただきます。  

 

（公共団体土地区画整理事業費補助金について） 

小越委員   県土の１５ページの真ん中あたりにあります公共団体土地区画整理事業費補

助金の交付が、甲府市とありますが、これは甲府市横沢の区画整理に伴う金額を
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執行したという理解でいいかと思うんですけど、これについて繰越もあるんでし

ょうか。それがあるとしたらどこなのか。金額は幾らなのか。どこか載っている

んでしょうか。  

 

樋口都市計画課長 県土１５ページの公共団体土地区画整理事業補助金につきましては、今、委

員のおっしゃられたとおり、甲府市の甲府駅周辺地区の公共団体施行による土地

区画整理事業への補助金でございます。この補助金の繰越につきましては、県土

の１９ページをごらんください。下から五、六行目のところですけれども、土地

区画整理事業費ということで３億５,２９３万円余り繰り越しております。  

 

小越委員  繰越が３億５,２９３万円で、執行したのが３億４,７２８万円というのは、こ

れ、両方、繰越の中に全額この横沢の分が入っているんですか。それとも、別の

ものが入っているのか。いわゆる横沢地区のところに対して幾ら執行して、幾ら

残ったのかという全額がわかったら教えてほしいんですけど。  

 

樋口都市計画課長 今の御質問ですけれども、県土の１５ページの３億４ ,７２８万６ ,０００円

が執行額でございまして、県土の１９ページの３億５,２００万余りが繰越額と

いうことでございます。 

 

小越委員   じゃあ、これを足すと７億円以上ということですね。わかりました。  

（公共事業のコスト構造改善の実施について） 

  もう一つ聞きたいのは、主要成果説明書の１４０ページの公共事業のコスト構

造改善の実施というところで、「公共事業を効率的、効果的に推進するため、コ

ストと品質を重視したコスト構造改善を実施し」と書いてあるんですけど、平成

２６年度を基準に総合コストの１５ .１％縮減というのは、これ、ちょっとどう

いうことなのか。１５.１％というのは何に対して縮減したのか、どういう基準

なのか、説明をお願いしたいんですけど。  

 

小林技術管理課長 これにつきましては、平成２６年度の基準をもとにしまして、それに対しま

して近年、いろいろな技術革新がございます。民間の新たな工法等によるコスト

縮減とか、あと、基準の見直しとか、事業間の連携ですね。残土の流用とか、い

ろいろ、もろもろ縮減策がございます。それを２６年度の基準に対してどのぐら

い削減されたかということを一つの指標として取り組んでいるところでござい

ます。 

 

小越委員  １５.１％というのは金額で減らしたという意味なんでしょうか。１５ .１％と

いうのは何のことを意味しているのか教えてください。  

 

小林技術管理課長 基本的には金額でございます。工事の発注ごとの工事金額を積み上げて試算

してございます。  

 

（ＪＲ東海の分担金について） 

小島道路管理課長 先ほどの委員からの御質問の雑入のＪＲ分、９億１ ,８９８万９,０００円に

対しての県の負担額についてですが、県は１億１ ,３５８万２,０００円でござい

ます。 
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質 疑 防災局・森林環境部関係 

 

（林業振興指導費について） 

小越委員  主要成果説明書の３４ページの林業振興指導費ですけど、予算現額に対して決

算額が少なくて、繰越が２１億２,３７２万４，０００円とあります。説明資料

のほうの森の１１に同じ金額で２１億２,３７２万４，０００円とあるんですけ

ど、補助対象事業に繰越があったためという理由があるんですけど、これは具体

的に補助事業の繰越っていうのは何だったのか。補正か何かで来たんでしょうか。

説明をお願いします。  

 

山田林業振興課長 この事業につきましては、平成２９年度の国の補正予算を使いまして、キー

テックが大型の合板工場を整備するに当たって補助するというものであり、補正

予算のため、年度内に仕上がらないということで繰越をしたものでございます。 

 

（国庫支出金について） 

小越委員  単純な質問ですけど、森の１ページの国庫支出金の（Ｃ）／（Ａ）、予算に対

しての収入が約半分なんですけど、これは何でこんなに少ないのか。予算の見積

もりが違ったのか、国庫支出金が来なかったのか、そこを説明お願いしたいんで

すけど。  

 

保坂森林環境総務課長 これは国庫補助事業の繰越に伴いまして、その財源が繰り越されたもの

でございます。  

 

（恩賜県有財産特別会計の歳入決算について） 

小越委員  もう１点だけお伺いしたいんですけど、森の１５ページの恩賜県有財産の、先

ほど御説明がありました財産収入の土地貸付料というのは、県有林地の別荘地な

どの貸している貸付料という理解でよろしいんでしょうか。  

 

鷹野県有林課長  今の土地貸付料ですけれども、御質問のとおり、県有地を貸し付けして貸付料

をいただいている収入でございます。  

 

小越委員  ２８年度に比べて若干金額がふえているんですけど、これを受けて森の１９ペ

ージの交付金で、県有資産所在地市町村交付金を、該当する市町村に固定資産税

の部分を払っていると思うんですけど、そこがちょっとだけですけど、減ってい

るんですよね。土地貸付料の単価ですね。１平米当たりの単価というのは、平成

２８年度と２９年度で変わっているんでしょうか。  

 

鷹野県有林課長   土地の代金につきましては、建物敷などについては３年に一度、経済情勢、土

地価格等の状況を見ながら改定をすることになっています。２９年度の額につき

ましては、２７年度に見直した額がそのままとなっておりますので、貸付単価自

体は２８、２９年度で変更はございません。  

 

 

質 疑 総合政策部・県民生活部関係 

 

（企画総務費について） 

小越委員  県民生活部の主要成果説明書の３０ページ、外国人観光客受入環境の整備促進

で、企画総務費が予算に対して執行がゼロになっているのはなぜかなんですけど、
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説明資料の県民の４ページのところに外国人観光客受入環境の整備促進がゼロ

ってなっているんですけど、ここの内容について、どんなことを計画していたの

か、なぜゼロなのかを教えてください。  

 

入倉世界遺産富士山課長 どのようなことを計画していたかということでございますが、富士山

の登山道に無料のＷｉ－Ｆｉのスポットを１９カ所計画しておったところでご

ざいます。その予算が７３万５ ,０００円ということでございました。しかしで

すけれども、株式会社ワイヤ・アンド・ワイヤレスという会社と株式会社ドコモ

山梨支社のほうからＷｉ－Ｆｉ環境については無償での提供の申し込みがござ

いましたものですから、そこの部分は当方としても無償提供ということで受け入

れた結果、予定どおりの箇所数以上のＷｉ－Ｆｉの設置が可能となったものでご

ざいます。以上により、執行がゼロとなった理由でございます。  

 

（企画総務費について） 

小越委員  総合政策部の政の４ページ、それと成果説明書の２ページのところですけど、

人口減少総合対策推進事業費、市町村と連携した取り組みの推進というのがあり

ます。主要成果説明書の２ページのところは、これは市町村課とまたがっている

のかちょっとわからないですけど、新たに昨年度、各圏域における地域創生連携

会議の設置、運営、会議の開催、各３回やっていると思うんですが、その２つ上

に、県市町村連絡会議の実施も３回やっているんですけど、これはどこがどう違

うんでしょうか。  

 

津田地域創生・人口対策課長 成果説明書２ページの県市町村連絡会議等、３回の実施ですけれ

ども、これは全市町村の担当者を集めまして、県の施策を説明いたしましたり、

また、市町村からの意見を聞いたという、そういった会議でございます。  

  各圏域における地域創生連携会議のほうですが、これは各県民センターが圏域

内の市町村だけでなく、民間の団体、また企業といったところから有識者、ある

いは学生といった地域づくりにかかわるような方を集めまして、その地域の魅力

は何か、地域課題は何か、そういったところを圏域ごとに話し合った、そういっ

た会議でございまして、別の会議でございます。 

 

小越委員  一昨年の経費だったかもしれないんですけど、たしかリンケージ人口の調査と

いうことで、県人会に対してアンケートをしたことがあったと思うんですけど、

それは２９年度じゃなくて２８年度の執行だったのか。２９年度においてリンケ

ージ人口の調査や把握アンケートなどをやったものがあったら、どこにあるのか。

なかったらいいんですけど、教えてください。 

 

津田地域創生・人口対策課長 リンケージ人口関係のそういったアンケート調査につきましては、

２８年度と２９年度に実施いたしました。２９年度については、予算事業を取っ

た中ではなく、経常経費の中で郵送料などを使って行いました。  

  

小越委員  お金は昨年度使わなかったけど、この主要成果のところ、どこか書いてある事

業があるんでしょうか。 

 

津田地域創生・人口対策課長 主要成果説明書には直接そういったことは記載してございません。 
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その他    ・ 労働委員会事務局については、経常的経費のみであるため、執行部からの概

要説明は省略する扱いとした。  

以  上 

 

 

                        決算特別委員長  渡辺 英機 


